
ミ
1
位
tJ
な
り
声
見
好
晋
の
増
強
に

仲
々
カ
も
入
れ
て
ゐ
る
が
､
そ
の
1

二か魯-})I

〇
産
集
組
合
で
t

r.撃
ち
て
し
止
ま

む
､
必
昏
貯
金
し
1J
言
ふ
特
別
の

盃
組
み
作
成
し
て
冬
瓜
合
且

にこ耽

付
し
'
敵
情
心
の
鼻
敏
寸J
P

貯常

吸
収
も
推
並
し
て
ゐ
る
｡

○
大
字
蕗
史
の
西
垣
内
第

一
'
弟
二

B
組
で
托
'
二
官
七
十
億
貯
等
漁

連
耳
特
別
期
間
の
弟

1
EZ,
で
あ
る

六
月
十
五
8
に
､
山
本
元
帥
､
ア

ツ
タ
島
凍
土
に
封
す
る
感
材
貯
帯

+}して
'
男
三
凹
女

一
部
の
朝
で

全
長
改
む
-
兼
行
L
ii
｡

○
大
字
茸
釜
で
に
前
記
の
感
鮪
貯
管

も
大
い
に
懲
致
し
て
､
今
月
_三
極

<
貯
苛
組
合
の
貯
蓄
J
,
二
ケ
月
分

実
行
し
i
1'

〇

宇
陀
郡
礎
原
町
に
昨
年

｢
果
菜
賓
虚

の
町
｣
寸)
し
て
指
定
･t･れ
穴
蜂
局
数

警

郡
警

町
で
は
'
町
震

瞥

Lo
等

町
内
孟

谷
翌

で
托
･
毎

貯

蓄

か

甘

,rJ
を

｣
銅

損

∬

描

描

㍍

…

○

の
二
二

二
も
列
挙
す
る
+)

月
大
詔
東
森
EEI
LLこ
必
†
伊
組
鴬
甘

み
的
催
し
て
､
此
の
ロ
に
は
攻
め

甘
番
か
ら
配
付
･t,れ
た
貯
金
袋
を

持
っ
て
'
常
8
)に

出
席
†
古
｡
こ

の
中
LL
に
朝
懲
ら
れ
ii貯
金
を
入

れ
て
細
る
の
で
あ
る
が
之
に
依
っ

て
常
骨
の
出
席
tJ
貯
金
の
励
行
1)

一
石
二
鳥
の
効
果
か
歩
け
て
ゐ
る

○
聖

昌

町
雷

上
空

隣
組
ズ
托

昭
和
十
七
年
十
二
月
入
日
の
大
詔

本
薮

l
周
年
記
念
8
か
ら
'
罷
っ

た
つ
も
り
､
見
{
つ
J
り
G
tク
モ

p
貯
金
も
弊
行
'
隣
組
金
銭
_こ
氏

付
L
ii
廿
の
地
獄
仔
に
入
れ
､
本

年
六
月
入
E.=
に
開
い
て
見
41
W
,
I

ろ
十
七
軒
の
辞
組
で
申
年
関
に
ク

モ
?
貯
金
が
ク
モ
?
ク
モ
タ
て
四

官
十
入
団

八十三位､血石は六

十
八
EZ
九
十
四
鋸
に
遺
し
て
ゐ
il

o
山
退
三
部
接
骨
で
は
､
生
英
子
の

配
給
か

1
切
受
け
T･1
い
こ
～J
t
L

て
之
か
貯
晋

にし
て
ゐ
古
が
､
六

月
迄
三
回
hn

で人
口
四
軍

手

九
一

人
ー
こ
の
代
金
八
十
四
開
四
十
二

錦
の
貯
帯
か
井
行
L
L
i｡

昭
和
十
八
年
六
月
二
十
八
tz=
国
展
貯

蓄
こ
首
三
十
億
四
突
破
記
念
毅
染
野

者
名
立
の
如
し

大
鼓
大
臣
東
砂

宇
宙
郡
五
傭
町
大
字
五
紫

蘭
働
甘
温
北
田
艮
貯
寄
組
合

高
市
郡
今
井
町
大
字
十
弗

雷

監

誓

警

l

知
事
洪
轡

海
上
打
先
皇
柑
大
字
泣
用

森

口

･次

郎

山
法
郡
丹
故
市
町
大
字
鹿
田

を

庶

巣

材

伊

功
頑
郡
環
向
村
大
字
豊
田

坂

本

艮

太

郎

句
境
郡
田
原
本
町

駁

本

仙

太

郎

寮
良
市
当
節
堂
町

竹

田

発

給

池
上
郡
五
ケ
谷
村
大
字
淡

谷

兼
谷
昏
艮
貯

普
絶

食

生
駒
郡
郡
山
町
大
学
蛙

郡
山
町
蛍
串
艮
貯
蓄
組
合

頓
城
郡
抵
向
村
大
字
豊
前

諾
向
村
長
新
関
丘
貯
苛
組
合

宇
陀
郡
榛
脈
町
描
帯
町

池
谷
粥
楓
国
民
貯
蓄
組
合

甫去城郡
吐
同
郷
村
大
事
堵

埼
敢
艮
貯
蓄
組
合

宇
宙
耶
野
原
町

大字野
郎

大
川
町
甜
艮
貯
首
級
合

菅
野
那
賀
名
盤
村
大
字
和
田

和
田
弟
三
Zg
属
貯
蓄
抱
合

大
東
韮

我
等
と

青

年
義

勇

軍

る
!

寮
長
瞭
中
隊

守
れ
親
方
大
東
韮
液
争
の
秘
鮎
～
拓

け
大
束
鑑
取
や
の
穀
舟
-
･
こ
れ
は
決

戦
下
郡
崇
開
拓
青
少
年
毛
執
筆
に
苛

せ
ら
れ
i1
二
大
使
命
叱
り
だ
､
他
に

骨
少
年
に
各
方
面
よ
り
普
及
を
要
求

ぜ
ら
る
､
が
故
に
骨
少
年
義
葛
牢
寡

兵
が
霧
消
す
る
の
か
?)
恩
ふ
国
民
が

お
れ
ば
､
そ
れ
は
大
東
正
風
生
E
去

の
行
事
か
､
大
東
話
墳
串
の
深
也
な

る
甜
家
の
昔
隅
石

､
知
っ
て
珊
JTJi1

い
の
で
あ
る
｡

行
く
ぞ
哉
勇

軍

が
､
菅
.
開
拓
耳
隊

L
R

芸_
て
な
ら
ね
･
近
く
展
開
す
る

降

級義弟半
速
卸
の
挽
普
･rJ
し
て
'

が
､
蓋

｡
諾

-

諾

雷

へ
f
･
J
l
に
空

気

ん
だ
Q
fJ
あ
る
｡

堂
々
銀
の
陣
容
か
軟
く
の
だ
ー
博
古

土
y
タ
カ
>
や
れ
､
伐
ら
ほて
北
の
守

り
に
開
架
耳
の
兵
鈷
基
地
･rJ
し
て
鰍

で
ー
利
戊
で
ー
守
っ
て
ゐ
る
か
ら
ソ

土
煙

和
布
け
tJ.菰
蓬
す
る
ー
ヲ
ケ
ネ

ー
か
,想
像
ぜ
上
､
北
浦
の
天
地
に
こ

の
開
拓
軍
陳
の
関
の
辞
が
あ
る
の
だ

タ
カ
9
､
大
霊

の
敢
食
か
ら
光

も

八
月
の
発
毛
食

I夢も-一
切
の
食
樹
確
保
を
緒
天

塵
灰
放
棄
垂
係
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米

ち
,
土
の
戦
士
､
背
き
韮
細
歪
の
少

年
拓
士
エ
ー
然
し
て
今
車
座
は
奈
良

膳
中
隊
げ
填
何
の
重
ね
1
銀
の
墳
士

も
(.JA
集
す
る
｡

作

寮
艮
二

四
ー
山
海
五
八
~
生
助
E
)
E

::
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.
I:7
:
.:7
日
.:I.'E
...'i
,AI.J
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内
書
野
三
八

軒

四
五
三

~

失
-1
配
に
弦
か
離
れ
ii
P
連
動
や
ス

タ
ー
･L
L
t
､
日
下
郡
市
協
議
甘
み

銀
行
し
て
ゐ
る
..

X

町
内
で

隣
官

署

は
=
れ
に
協
I

か
ぼ
ち
ゃ

四

〇

匁

蕉

千

野

-

匁

班

l
匁
以
内

り

方

暫
粗
の
水
加
誠
で
米
右
入
れ
て
軟

さ
'
ふ
さ
出
し
il
時
に
常
瓜
の
あ

ら
れ
切
り
を
入
れ
東
干
紛
～)
笠
右

加
へ
土
-
か
与
i
Lぜ
て
む
ら
し
て

お
き
水
が
な
-
な
る
頃
仕
上
炊
J
J

を五分亀い
た
し
ま
す
｡

※
光
1
合
に
代
用
る
南
瓜
ー

二
〇
〇
匁
で
す

光
七
勺
に
代
用

◆々
生
け

)
四
〇
匁
で
す
｡

孟

粛

盈

○
大
東
亜
弔
事
正
に
第
三
年
あ
ま
i1

溝
声
の
美
東
か
浬
へ
ま
つ
る
感
故

の
お
盆
が
耗
ま
L
L
｡

○
お
盆
は
正
月
ミ
共
に
現
在
我
国
に

行
け
る
^
二
大
行
事
で
す
｡
正
月

t!
加
か
_二｡
和
知
釦
か
&
軒
静

か
恥

〇
〇
〇
〇
〇
O
O
0
0
O
0
O
O

る

も
の
で
牡
外
各
博
美

恋
で
す
が

か

か
ti｡
紗
知
新
熟
か
知
酢
か
和
酢

O

o
o
o
O
O
O
O
0

0
O
O
0

で

tQ
の
■か
主
眼
で
成
り
我
ZR
に
の

〇
〇
〇
〇
〇
o
o
o
0
0
O
O

み
盛
ん
に
行
に
る
-
契
息
で
す
｡

〇
五
蘭
盆
供
養
切
始
め
は
印
度
の
梓

塚

の
時
日

琵
群
書
が
自
分
の
母
が

銃
丸
並
の
苦
し
み
な
し
て
屠
ら
れ

rQ
の
私
欲
ふ
井
ゆ
七
月
十
五
EZ)
ド

三
賓
に
供
養
し
十
方
の
衆
倍
に
供

韮
し
そ
S
L大
津
の
如
き
無
限
の
功

徳
に
上
っ
て
母
の
苦
し
み
有
数
ふ

il
三
石
ふ
古
都
に
依
る
の
で
あ
り

ま
す
｡

○
耽
藍
に
て
托
弊
明
天
皇
の
何
代
初

*
て
笠
間
盆
甘
心
殴
け
ら
れ
上
宮

中
か
初
*
下
請
寺
院
な
T,)
に
行
は

れ
七
生
の
父
母
に
も
奉
仕
す
る
極

め
て
乗
は
L
JY･我
隣
特
有
の
風
景

で
ち
り
ま
す
｡

○
今
年
り
お
盆
に
は
大
東
:滋
の
礎
ミ

な
ら
れ
i
i弟
士
の
盛
J
,鮎
･S
ま
す

ミ
共
に
赦
免
の
集
か
れ
L
i
こ
の
助

士
を
泰
山
の
安
4
'tJ
丑
与
)敢
米
英

か
撃
砕
了
る
ま
で
破
ひ
せ
く
覚
悟

d
敢
先
の
前
に
お
昏
ひ
し
i1
い
.IP

Gtだ
TJ
恩
ひ
ま
す
｡

原

稿

募

集

一､
部
落

甘
､
町
内

+
､酔
楓
G
L清

か
状
況

∫I.
常
食
に
紬
す
る
感
想

や
恵
且

1.
時
月
下
に
於
け

る
地
方

情
況
等



一
'

戦

争

生

活

の

徹

底

的

な

賓

践

食
屯
を
関
内
で
賄
紘
ね
は

な
ら
ぬ

-
決
や
食
生
所
々
壬
托
し
上
-
｡

(
I
)
過
食
の
t
行

T
P
こ
れ
か
ら
は
沈
金
相
y
J
し
て
甘
ば

･
馬
鈴
薯

･
大
豆
が
米
の
通
帳
で
配
給
さ
れ
'
十
月

は
岱
鈴
等
pJJ
大
豆
で
す
｡
況
食
で
節
米
に
好
め
る
こ
,(,｡

o
J
氾
決
は
米

1
升
に
馬
鈴
砦
五
〇
〇
匁
.
水
二
升
の
割
り
で
多
少
塩
味
を
加

へ
も
が
よ
い

(
二
)
将
士
食
の
ぬ
行

地
方
ル
カ
で
か
つ
て
食

べ
て
rQ
た
特
士
の
食
物
や
'
野
生
の
･･>の
で
食
用
,JJ
な
る
も
の
を
括

用
す
る
や
-
工
夫
す
る
こ
ミ
｡

(
≡
)
玄
米
食
の
竃
行

玄
米
食
々
ま
だ
暮
行
し
て
ゐ
な

い
安
産
で
昧
炊
き
方
.
食

べ
方
を
工
夫
し
て
書
行
に
努
め
る

こ
l])
〇

二

'

夏

季

鍛

練

の

励

行

決
瀬
の
文

1魯魚を
迫
等
.rJ
し
て
戦
く
健
全
な
心
身
を

つ
-
･A
-
｡

ィ
.
こ
の

文は批
丁
の
背

泳
訓
は
が
行
は
れ
る
か
ら
t
民
S
.城
を
自
首
し
て
附
近
の
梅
や
川
.

,糊
な
Pr)
で
水
絵
な
行

ふ
こ
'JJ｡
ま
た
ラ
ジ
オ
岨
塊
や
そ
の
他
土
地
の
紅
絹
に
廠
じ
た
綴
嫌
を

行

ふ
こ
くJ
｡

p
､
r
場
や
左
肘
な
'2'
の
動
葬
奉
仕
や
金
地
朗
報
､
京
染
浪
増
な
JtrJ
で
特
産
動
労
に
よ
っ
て
心

身
を
蒜

へ
る
こ
.JJ
'

三

､

蒐

席

の

手

入

れ

奇

行

航
峯
決
心
に
肪
t!
ね
ば
な
ら
ぬ

-
定
席
を

一
粒
で
も
多
-
収
辞
し
よ
-
｡

1
'
事
故
り
を
手
ま
め
に
行
ひ

I
時
々
ま
は
り
を
拝
し
て
七
を
歓
か
く
L
t
乾
き
す
ぎ
ね
や
-

時
々
水
を
や
る
,
)
I,)'
皇
た
下
肥
か
r
ブ
水
井
の
他
の
肥
料
々
S
元
か
ら
任
し
て
施
す
こ
rJJ

tI
P
凪

に
倒
さ
れ
泊
や
-
丑
の
の
ぴ
エ
台
に
存
じ
て
支
蛙
を
鋳
て
~
若
し
風
に
田
さ
れ
た
ら
す

ぐ
た
し
て
支
柱
で
安

へ
る
こ
fJJ｡
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て
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つ
む
｡
て
雪
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そ
れ
提

旦
一芸
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直
積
生

産考だ
芸で
頂

からモれ-て
相
夢

ち
毒

で

J
い
=
一ゝ
_T
甘
み
供
iLな
い
の
で
わ
T

f
FS
¢
せ
相
は
ヱ

8
一,
取
出
h
加

義
書
の
わ
pQ
.,
W
代
印
L
も
首
肯
か

及
之
串
各
辞
世
_=
所
帯
V
ざ
る
J
の

(
文
字
象
り

｢
也
ふ
か
吐
ほ
れ
る
か

れ
る
革
で
も
る
W
息
ふ
｡
か
l
る
歩

に
蛇
て
11
前
桁
に
も
り
て

ほ
町
内
+

｣
の
手
&
苛
烈
,N
も
決
G
が
各
方
首

合
之
れ
に
封
q
L
tJ
食
卓
二

下
撃
^
書
紀
に
-
町
村
にこ
も
り
て
_1
町
輯
各

の
世
辞
に
於
て
8
歳
に
投
り
諾
さ
れ

に
ぬ
i
作
轟
J
得
べ
嘉

券
を
丑
へ
食
に
之
を
粗
放
す
る
･
此
E
i捷
丑
す

っ
-
ち

.品
の
緊
迫
tJ
る
時
局
に
発

て
生
く
せ
.,
ふ
¥
に
切
望
の
吏
莞

ト
･(
チ

.W
に
は
二

人
に
し
て
救
雀
に

点
て
.Q
Qt
に
は
'
岳

内
の了
.(
て
の

く
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
か
J
も
国
籍
も
.Q
妙
4
)は
土
与

る
析
蛮

人～S～
の
力
む
芳
書
し
て
以
て
甘

モ
康
に
放
て
今
剛
書
く
血
争
叔
折
酔

低
を
決
定
し
Y
tI
仕

tlh,4莞
叩al

カ
稔
抜
S
L
I
始
に
滋
進
也
5C
1で
な
ら

の
急

き

甘
生
や

し且
つ
之
れ
右

す
る
二
号
で
あ
る
｡

散
歩
報
国
隊
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い
て

大
政
虫
t
t
奈
良
各
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っ
て
美
風

l
人
の
特
恵
も
陰
柴
も
拝

さ
れ
叱
1
6
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わ
る
｡
大
政
d
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ほ
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BL
長
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建
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.&
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捨
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れ
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分
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可
動
甘
藍
労
右
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且
つ

独
力
に
之

Jfか文
且
し
て
和
一
‥¢
で

あ
る
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に
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捉
今
t
つ
考
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は
れ
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な
ら
セ
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事
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し

我
先
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食
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TJ
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町
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落
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ご
亡
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J
､
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ん
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の
姐
ぬ
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な
し
､
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l
わ
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な

せ
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暮
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T
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何
時
如
何
七
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カ
甘

へ
で
･J
合
合

一
T
A
A
浴
し
得
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宕 .

｣
辞
且
の
賛
格
は
､
男
手
は
十
四
年
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上
五
十
年
東
浦
の
者
'
女
子
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も
り

て
托
十
四
年
以
上
二
十
五
年
東
浦
の

未
妨
者
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=
王
.
さ
し
て
ゐ
古
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普
成
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蓬
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句
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皇
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叫
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届
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五
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け
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藍
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句
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時
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サ
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玉
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三
伏
>
格
付
ナ
完
了
か
タ
ダ
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産

ナ
完
毒
ス
〃
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t
ニ
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中
耕
除
草
'
頼
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虫
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取
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注
舌
チ
妨
ハ
レ
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風
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'
韓

二
兼
恒
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甘
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中
読
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弟
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蓮
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デ
7
か
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薪
賢

帝
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時
期
チ
早
メ
必
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四
回

f
先
ス
ル
コ
･L･

平
均
旬
♪

山
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･L･反対
二や薪
が
早
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f
野
ヒ
止

許萩が早通
ギ
ル

カ
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八
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上
旬
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山
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堆
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い
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Q
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技
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叱
け
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托
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セ
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ほ
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互
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し
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-
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決
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し
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あ
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昏
下
叱
狐
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J
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が
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先
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交
(
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斤
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淀
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弘
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た
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ひ
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望
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皇
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リ
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し
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に
Z
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退
官
豊

川
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切

運

動

足
下
は
ii
以
叱
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で
お
互
が
不
用
音

の
中
に
百
辛
け
す
五
枚
な
し
ご
))良

宙
が
鼓
に
政
性
の
相
奴
も
皇
し
て
ゐ

る
TJ申
す
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さ
で
も
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ま
す
か
ら
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常
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飯
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の
帯
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分
法
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モ

わ
リ
ま
す
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ミ
払
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ii
か
み
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つ
て

挿
す
酌
に
免
づ
自
ら
の
心
や
ロ
の
辞

す
る
だ
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の
心
が
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が
必
Fk
で
あ
り

ま
す
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斬
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す
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射
し
て
現
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な
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刑
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居

る

か三宅ふむ
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触
れ
て
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瓜
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まで
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し
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近
頃
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い

事
藁
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托
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沈
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拝
*
な
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け
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心
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瓜
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き

>
萌
か
流
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ま
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梓
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｣
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落
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｣
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白
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け
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牧
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頗
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用
件
か
中
和
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軍蓮紙組隣和犬
日四十月十-日五十月八

○
部
落
甘
町
内
_
等
に
Z
す
ら
~
内
相

省
訓
令
が
出

て
か
ら
.
丁
度
浦
三
年
に
な
る
｡
戦
争
の
九
月

十

一
日
を
中
心
'F'
し
て
瓜
鼓
二
ケ
月
間

(
<
月
十
五

日
1
十
月
十
四
日
)
に
互
つ
て
.
軒
下

一
粥

に
r
大

和

降
級
速
達
箪
｣
を

閑

B
L
r
珠
落

書町内
合
特

に
節
軌
の
強
化
充
洋
を
gZ
も
こ
fJJ
ェ

仏
つ
た
｡

○
先
づ
市
町
村
に
か
て
は
､
張
力
な
る
部
落
4
)町
内

廿
の
椅
幼
払
拭
を
確
>
lす
る
.
)
.rJe

O
部
洋
℡
町
内
禽
及

隣
組
に
於
て

紘蓬
営
上
の
蒔
絵

肘
を
行
ひ
､
生
来
を
刑
た
る

決戦
規
制
を
強
化
す

る
こ
frJ
｡

△
碗

側
h
確
立
し
て
事
辞
分
婚
部
_ニ
よ
っ
て
偲
革
み
高

め
rq
｡

△洋書に定時伺甘-魚戸出席J.軸付する｡

△亜甘叱る共何事帝を軒別する.

△*入港書を円く｡

○
荘
及
大
枚
取
替
書
籍
支
部
に
食
て
は
､
常
甘
L1
封
す
る
現
施
せ

カ
ー
部
落
含
町
内
甘
遺
骨
研
究
4
{

中
堅
指
導
者
講
-..習
甘
､
部

落
今
立
町
内
曾
長
及
隣
組
滋
に
封
す
る
感
謝
租
貯
呈
､
耗
芝
居

押
木
基
地
其
他
を
正
行
す
も
｡

○
官

ふ
王
で
も
な
く
'
悼
約
苛
烈
な
る
放
散
死

田
I
P
日
渡
前
旗

に
抽
出
yt,れ
て
る
も
｡
dj
許
な
る
物
兼
に
も

の
を
首
は
せ
た
米

英
の
憩
反
抗
捻
､

い
上
-

そ
の
銀
鉢
を
現
は
し
て
来
た
｡

O
｢
米
英

を
やつ
･L
I
チ
カ
だ
隣
組
｣
六
十
帝
展
民
各
位
の
隣
組
緩

速
羊

に
封
する
息
電
力
を
定
む
｡




